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山内出

ね
ば
ιな
ら
ぬ
の
で
あ
る
日
由
来
、
市
場
。
概
念
に
閲
し
て
は
多
種
多
様
の
見
解
が
行
は
れ
て
ゐ
る
D
で
b
っ
て
、
或
は
一
般
的
抽
象
忠
誠

り

2
y
v
S
U
M

的
に
締
ゆ
る
版
寅
可
能
性
及
び
版
賓
機
舎
を
掃
す
も
D
か
弘
、
需
要
供
給
D
適
合
と
共
の
規
則
性
を
強
調
す
る
も
の
で
自
由
競
争
回
同

m
d

の

だ

氾

'

h

を
強
調
す
る
も
白
等
枚
皐
に
注
た
き
有
様
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
最
も
支
配
的
な
る
読
と
見
ら
る
ミ
カ
ツ
セ
ん
に
従
へ
ば
、
不
支
分
D

M

P
，
姐
山

と
費
用
原
型
一
に
従
っ
て
財
O
債
格
形
成
が
行
は
れ
、
此
の
債
格
形
成
に
基
い
て
財
が
最
も
経
済
氾
ぷ

叫
一
個
』
F

，

J

山
山
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貨
幣
経
済
が
閣
滑
に
進
展
す
る
矯
め
に
は
資
金
の
需
要
と
供
給
と
が
相
適
合
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
や
、
此
白
適
合
の
行
は
る
る

地
域
を
指
し
て
金
融
市
場
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
金
融
市
場
が
商
品
市
場
白
如
〈
一
つ
の
市
場
で
あ
る
限
り
、
金
融
市
場
も
亦

市
場
一
般
の
法
則
に
従
は
ね
ば
友
ら
ね
事
は
謂
ふ
迄
も
在
〈
、
債
格
機
構
を
通
じ
て
共
の
封
象
た
る
資
金
が
経
済
的
に
配
分
せ
ら
れ

原
則
町
ロ
ロ
N
回
目
》
骨
寸
間
宮
司
志
向
戸
内

的
に
分
配
せ
ら
れ
る
所
主
以
て
市
場
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
金
融
市
場
に
於
て
も
亦
、
右
の
如
ぐ
債
格
た
る
利
子
翠
を
通
じ

て
資
金
が
経
済
的
に
配
分
せ
ら
れ
る
も
の
と
言
は
ね
憾
な
ら
h

H

O

で
あ
る
。

然
る
に
、
金
融
市
場
に
於
て
取
引
せ
ら
れ
る
資
金
は
、
共
の
性
質
由
来
及
び
用
途
に
於
て
異
る
も
白
あ
り
、
又
共
の
相
達
、
に
従
つ

て
利
子
の
高
さ
に
事
相
違
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
等
し
〈
金
融
市
場
と
言
つ
で
も
、
地
域
的
に
種
々
の
匝
別
が
考
へ
ら
れ
る
と

貨
帯
市
場
と
養
本
市
場

帯

腕
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貨
幣
宵
場
と
費
本
市
場
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共
に
、
余
融
市
揚
O
中
に
部
分
市
揚
宇
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
地
域
的
D
炭
狭
に
従
へ
ば
、
園
際
金
融
市
場
園
内
金
融
市
場
及
び
地

方
金
融
市
場
等
の
同
別
が
生
じ
、
部
分
市
場
と
し
て
は
コ
ー
ル
市
揚
割
引
市
場
等
の
匝
別
が
一
般
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
理
論
上

賞
際
上
最
も
重
要
注
る
も
り
は
貨
幣
↓
巾
担
額
と
資
本
市
場
と
白
匝
別
で
島
る
。

貨
幣
市
場
と
資
本
市
場
と
を
区
別
す
る
事
の
必
要
は
調
逸
に
於
て
最
も
痛
切
に
感
ぜ
ら
れ
、
共
等
白
概
念
規
定
も
亦
獅
迭
に
於
て

最
も
旺
ん
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
蓋
し
濁
遇
。
金
融
市
場
特
に
信
用
銀
行
は
、
従
来
短
期
む
資
金
を
長
期
的
に
産
業
に
供
給
す
る
事
に

よ
っ
て
、
調
趨
D
産
業
を
急
激
に
勃
奥
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
共
心
反
面
に
於
て
、
銀
行
流
動
性
白
破
綻
に
基
〈
信
問
恐
悦
の
背

杯
主
嘗
め
た
事
も
亦
大
で
あ
っ
た
が
潟
め
で
あ
る
。
相
側
品
過
の
信
用
銀
行
の
如
〈
に
は
品
就
業
主
義
を
執
ら
ざ
る
我
閣
の
金
融
市
場
に
於

て
、
新
か
る
雨
市
揚
の
匝
別
を
強
調
す
る
事
は
、
調
逸
に
於
け
る
程
の
重
要
性
を
認
め
ら
れ
た
い
か
も
知
れ
友
い
が
、
而
も
街
、
性

質
及
び
畑
出
地
主
異
に
す
る
資
金
の
市
揚
を
分
ち
て
考
察
す
る
事
は
決
し
て
無
意
味
在
る
事
柄
で
は
な
く
、
特
に
別
市
揚
の
町
田
宵
む
本
質

的
職
能
白
考
察
は
、
信
用
統
制
の
問
題
と
関
聯
し
て
も
亦
軍
一
大
た
る
意
義
を
有
寸
る
も
の
で
あ
る
。

己
に
明
ら
か
た
る
が
如
〈
.
一
般
に
市
場
。
存
立
に
は
、
市
場
を
支
配
し
得
ざ
る
程
白
小
話
事
者
が
需
要
供
給
自
制
面
に
剥
荒
す
る

事
を
必
要
保
件
と
す
る
。
然
る
に
此
の
僚
件
が
次
第
に
補
足
せ
ら
れ
ぎ
る
忙
至
る
と
同
時
に
、
市
場
に
於
け
る
債
格
機
構
を
通
じ
て

白
財
の
分
配
が
、
岡
民
経
済
昼
間
阻
む
立
場
よ
り
最
も
望
ま
し
き
結
果
を
招
来
せ
ざ
る
に
杢
る
時
に
は
、
誌
に
所
謂
市
場
白
宮
治
的
統
制

が
必
要
ム
」
危
り
来
る
も
白
で
あ
る
。
金
融
市
揚
に
閲
し
て
弘
右
冒
と
同
様
の
事
が
言
ひ
得
ら
れ
る
り
で
あ
っ
て
、
己
に
H
T
〈
よ
り
行
は

れ
て
ゐ
る
金
融
統
制
乃
至
信
用
統
制
は
、
即
ち
金
融
市
揚
に
劃
す
る
統
制
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
も
従
来
。
金
融
統
制
、
白
ち

銀
行
白
支
排
準
備

ι関
す
る
統
制
政
策
や
割
引
政
策
及
び
公
開
市
場
政
策
の
如
き
も
白
は
、
金
融
市
場
を
一
慢
と
し
て
単
に
貨
幣
数

量
白
調
整
の
み
を
目
的
と
し
、
貨
幣
市
揚
と
資
本
市
揚
止
の
性
質
的
職
能
的
匝
別
に
就
て
は
充
分
な
る
別
立
を
持
た
な
か
っ
た
む
で

小島問太郎;金融論、八豆、凡~頁。5) 



あ
っ
て
、
其
の
騎
に
於
て
街
不
充
分
た
る
を
売
れ
得
た
か
っ
た
白
で
あ
る
。
勿
論
と
れ
は
、
知
期
資
金
市
場
の
利
子
率
と
長
期
資
金

市
揚
白
利
干
傘
と
が
、
相
互
に
一
方
の
援
化
が
他
方
に
影
響
を
輿
へ
る
と
云
ふ
が
如
苦
闘
係
に
あ
る
と
云
ふ
事
と
、
柄
市
場
の
資
金

が
相
互
に
交
流
す
る
と
云
ふ
事
賓
と
を
前
提
し
て
の
事
で
あ
ら
う
が
、
斯
か
る
前
提
は
必
宇
し
も
必
然
の
根
擦
を
持
た
ぬ
も
の
と
云

は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
故
に
、
岡
氏
粧
淵
問
会
醐
閣
の
目
的
資
現
D
矯
め
に
、
有
数
な
る
金
融
統
制
が
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
と
す

る
な
ら
ば
、
此
等
洞
市
場
の
性
格
的
峨
能
的
相
塗
を
充
分
忙
白
魔
し
て
、
夫
々
に
到
し
て
趨
切
な
る
政
策
が
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
危

い
し
、
又
若
し
現
存
白
金
融
組
織
白
煙
に
若
干
白
磁
草
を
加
へ
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
共
の
場
合
に
も
雨
市
場
の
匝
別
は
雪

要
な
る
目
標
の
一
っ
と
在
る
で
あ
ら
う
。

向
貨
幣
市
場
及
び
資
本
市
場
白
名
稽
及
び
劃
象
に
つ
い
て
は
異
説
も
あ
り
考
慮
を
も
必
要
と
す
る
が
、
地
で
は
専
ら
貨
幣
市
場
及

ぴ
資
本
市
場
と
呼
ば
れ
る
も
白
L
概
念
を
顧
み
で
そ
白
本
質
的
職
能
を
考
察
し
、
以
て
此
れ
に
相
際
十
る
金
融
統
制
政
策
白
方
向
を

考
へ
た
い
の
で
あ
る
。

貨
幣
市
場
及
び
資
本
市
場
の
概
念
に
閲
す
る
諸
説

先
づ
、
貨
幣
市
揚
及
び
資
本
市
場
の
名
穏
や
針
象
に
闘
し
て
批
判
が
存
し
注
い
諜
で
は
な
い
。
例
へ
ば
貨
幣
市
場
と
言
ム
言
葉
に

針
し
て
は
、
「
五
士
山
の
鮭
が
欲
し
い
L

と
云
ム
事
は
意
義
が
あ
る
が
「
五
志
白
貨
幣
が
欲
し
い
」
と
一
五
ム
事
が
無
意
義
で
あ
る
と
云
ム
意

味
に
於
て
、
貨
幣
泊
費
賀
白
矯
め
白
市
場
を
考
へ
る
事
は
無
意
義
友
り
と
云
ふ
者
が
あ
り
、
又
資
本
市
揚
に
つ
い
て
は
、
貨
幣
布
揚
が

資
本
貸
付
の
鶏
白
市
場
で
あ
っ
て
資
本
市
場
は
財
の
販
寅
市
揚
で
あ
る
と
云
ふ
見
解
か
ら
、
資
本
市
場
在
る
言
葉
自
憶
が
遊
説
的
で

あ
る
と
言
は
れ
る
事
が
あ
ザ
。
然
し
た
が
ち
此
等
の
黙
は
別
止
し
て
J

貨
幣
市
場
と
資
本
市
揚
と
の
概
念
的
匝
別
に
闘
す
る
最
初
白

貨
幣
市
場
と
安
本
市
場

停
五
十
二
巻

七

第
二
焼

六
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賞
轄
市
場
と
賀
本
市
場

事

焼

~ 

ノ、‘

第
五
寸
二
巷

入

貢
献
は
、
此
れ
を
シ
ユ
ピ

1
ト
ホ
フ
と
ベ
ツ
ケ
ラ

I
ト
と
の
劉
立
に
於
で
求
め
ら
れ
ね
ぽ
た
ら
血
。

貨
幣
市
揚
及
び
資
本
市
揚
白
名
棋
は
、
狽
品
曜
に
於
て
は
古
〈
よ
り
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
此
れ
が
概
念
規
定
は
比
較
的

一
九
O
九
年
に
シ
ユ
ピ

l
ト
ホ
フ
が
、
営
時
貨
幣
市
揚
及
び
資
本
市
揚
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
所
に
於
て
行
は
れ

て
ゐ
る
取
引
を
観
察
し
て
記
述
的
た
る
説
明
を
奥
へ
J

此
れ
に
針
し
て
ベ
ウ
ケ
ラ

I
ト
が
一
丸
一
六
年
に
そ
の
批
判
を
試
み
た
れ
、

夏
に
一
九
二

O
年
に
再
び
シ
ユ
ピ

1
ト
ホ
フ
が
反
駁
的
陀
雨
市
揚
白
概
念
規
定
を
試
み
九
る
に
初
ま
る
白
で
あ
る
。
先
づ
、
シ
ユ

に
新
ら
し
い
。
即
ち
、

ピ
ー
ト
ホ
フ
に
従
へ
ば
、
此
等
の
市
場
は
貨
幣
虚
分
能
力
を
有
す
る
者
と
此
れ
を
欲
求
す
る
者
と
が
趨
合
す
可
き
別
で
あ
っ
て
、
而

も
彼
に
よ
れ
ば
貨
幣
は
資
本
D
表
現
で
あ
る
か
ら
、
利
用
を
求
む
る
費
本
と
此
白
資
本
に
謝
す
る
需
要
と
が
市
場
概
念
白
内
容
を
構

成
す
可
制
。
而
し
て
資
本
市
揚
に
於
け
る
資
本
は
、
或
は
企
業
資
本
と
し
て
配
首
所
得
を
生
み
又
は
貸
付
資
本
と
し
て
利
子
所
得
を
生

む
に
謝
し
て
、
貨
幣
市
帽
習
に
於
け
る
資
本
は
専
ら
貸
付
資
本
と
し
て
利
子
を
生
む
も
白
で
あ
る
。
共
に
替
利
資
本
が
市
揚
心
掛
相
識
を

恋
し
て
ゐ
る
か
ら
、
市
揚
の
謝
品
離
に
よ
っ
て
両
者
を
匝
別
す
る
事
が
不
調
営
友
る
白
み
友
ら
や
、
又
資
本
市
場
に
も
貸
付
資
本
が
存

す
る
故
に
・
安
本
心
性
質
に
従
っ
て
雨
者
を
匝
別
す
る
事
も
困
難
で
あ
る
。
殊
に
貨
幣
布
揚
の
者
本
が
資
本
市
場
へ
移
行
し
、
反
射
に

資
本
市
揚
の
資
本
が
貨
幣
市
揚
へ
移
行
す
る
揚
合
の
多
い
草
は
、
右
白
如
き
匝
別
標
準
の
不
誼
首
た
る
事
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
雨
市
場
に
於
付
る
資
本
利
用
白
保
件
印
ち
利
子
卒
白
相
違
の
如
昔
も
の
も
、
彼
に
と
っ
て
は
第
二
義
的
の
意
義
を
輿
へ
ら
れ
て
ゐ

る

ι過
ぎ
な
い
。
然
ら
ば
彼
は
此
等
の
雨
市
揚
青
概
念
的
忙
殺
然
と
匝
別
す
る
必
要
を
認
め
た
い
の
か
と
云
ふ
と
、
決
し
て
然
う
で

は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
雨
市
場
は
資
本
の
期
限
の
長
短
と
云
ム
事
に
よ
っ
て
匝
別
さ
る
可
き
凋
立
の
市
揚
な
る
事
を
主
張
す
る
の
で

あ
る
。
創
ち
.
貨
幣
市
揚
に
於
け
る
資
本
は
短
期
の
貸
付
費
本
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
大
雪
註
信
用
銀
行
に
集
中
さ
れ
る
が
故
に
人
潟

的
な
る
膨
脹
牧
縮
が
可
能
と
た
旬
、
従
っ
て
利
子
率
白
費
動
も
激
し
い
が
、
資
本
市
揚
に
於
け
る
資
本
は
締
て
長
期
の
資
本
左
る
が

此の蜘については、新庄陣，金融市場白劉象ξ領域(閑民経済雑誌五六巻五
腕)書L目。
A. Spiethoff; Die au罰ereOrdnung des Kapital-und Geldmarktes"， Sch-
moner~ Ja.br:buch， 33 Jhg. 19Q9， S. 45 ff. 
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故
に
、
利
子
卒
も
安
定
的
で
あ
り
英
の
量
を
人
矯
的
に
愛
更
し
得
た
い
の
で
あ
る
。
た
ピ
、
比
等
の
南
市
揚
が
信
用
銀
行
と
云
ふ
一

つ
白
金
融
機
関
に
於
て
結
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
よ
り
、
資
本
の
爾
市
場
へ
白
交
流
が
起
る
に
す
ぎ
ね
白
で
あ
っ
て
、
資
本
心
用
途
に

従
っ
て
ど
は
な
ら
、
資
本
の
期
限
に
従
っ
て
分
た
る
可
昔
一
一
つ
白
調
立
の
市
揚
た
る
事
が
主
張
せ
ら
れ
る
白
で
あ
る
。

右
の
如
く
、

シ
ユ
ピ

l
ト
ホ
フ
が
資
本
白
期
限
の
長
短
に
従
っ
て
貨
幣
市
場
と
資
本
市
揚
と
が
明
確
に
匝
別
せ
ら
る
可
き
事
を
要

求
す
る
に
謝
し
て
、
ベ
ツ
ケ
ラ

1
ト
は
、
市
揚
の
劉
象
が
信
用
で
あ
り
、
貨
幣
市
揚
も
資
本
市
揚
も
共
忙
信
用
市
揚
の
名
の
下
に
包
括

せ
ら
る
可
く
、
共
に
信
用
授
興
過
程
及
び
信
用
旅
通
過
程
の
観
念
的
統
一
障
を
た
す
も
の
で
あ
る
と
一

E
h。
従
っ
て
紋
に
よ
れ
ば
、

貨
幣
市
揚
に
於
て
は
短
期
の
信
刷
業
務
が
行
は
れ
、
資
本
市
揚
に
於
て
は
長
期
白
信
用
業
務
が
替
ま
れ
る
け
れ
共
、
共
に
信
用
業
務

な
る
鮪
に
於
亡
回
開
る
事
な
く
、
唯
.
前
者
に
於
て
は
信
用
受
領
者
が
此
れ
に
よ
っ
て
代
替
財
及
び
消
費
財
を
調
達
す
る
に
反
し
て
、

A
O
 

後
者
に
於
て
は
信
用
受
領
者
が
武
頼
財
を
調
達
す
る
と
云
ム
鮪
に
於
で
異
る
の
み
で
あ
る
。
故
に
彼
は
、
シ
ユ
ピ
l
ト
ホ
フ
よ
り
、

斯
く
あ
る
と
云
ム
棋
準
に
従
っ
て
で
は
た
〈
斯
〈
あ
る
可
し
と
云
ふ
棋
単
に
従
っ
て
雨
市
揚
を
分
っ
て
ゐ
る
と
一
お
ふ
非
難
を
受
け
つ

誌
も
、
前
信
用
心
用
途
仰
如
に
従
っ
て
雨
市
揚
を
匝
別
せ
ね
ば
た
ら
血
と
言
ふ
む
で
あ
弘
。

今
お
白
一
剛
者
自
一
説
を
比
較
す
る
に
、
貨
幣
市
揚
と
費
本
市
揚
Br一
を
分
つ
所
の
椋
準
と
し
て
、

e
ヘ
ツ
ケ
ラ

1
ト
白
如
く
に
信
用
の
用

迭
を
執
る
と
き
に
は
、
経
済
的
に
は
よ
り
大
友
る
窓
義
を
認
め
ら
る
可
し
と
し
て
も
、
雨
市
揚
に
於
て
授
奥
せ
ら
れ
る
信
用
そ
の
も

白
が
必
然
的

ι共
の
用
迭
を
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
た
い
と
云
ム
の
が
現
在
の
寅
欣
で
あ
る
。
又
シ
品
ピ

1
ト
ホ
フ

D
如
く
に
、
皐
に
資

本
期
限
り
長
短
を
以
て
岡
市
場
を
分
つ
標
準
と
見
る
事
も
亦
陵
昧
で
あ
っ
て
、
寅
際
上
何
ケ
日
迄
を
短
期
と
し
何
ケ
日
以
上
を
長
期

と
す
る
や
此
れ
を
決
定
す
る
上
に
多
大
の
困
難
泣
き
を
得
左
い
。
而
も
信
刷
の
用
途
如
何
は
必
然
的
に
共
白
期
間
の
長
短
と
関
聯
せ

ざ
る
を
得
た
い
白
で
あ
る
。

賀
帯
市
場
と
資
本
市
場

多事

蹟

第
五
十
二
巻

大

九
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〆貨
幣
市
場
と
安
本
市
場

第
五

I

一審

C 

多事

髄

六
回

失
に
、
貨
幣
市
揚
及
び
脊
本
市
揚
の
品
別
の
槙
唯
を
共
の
一
樹
象
た
る
購
買
力
又
は
貨
幣
白
種
類
に
於
て
求
め
ん
と
す
る
も
心

K
ハ

l
ン
が
あ
弘
υ

紋
は
信
間
取
引
の
清
算
過
程
に
闘
す
る
研
究
よ
り
同
議
す
る
の
で
あ
る
が
、
金
融
市
揚
を
信
用
布
揚
と
稽
し
、
授
奥

せ
ら
れ
る
所
の
信
用
む
内
容
た
る
貨
幣
の
種
類
虻
従
っ
て
、
此
れ
を
貨
幣
市
揚
と
資
本
市
揚
と
に
分
っ
て
ゐ
る
。
印
ち
貨
幣
而
揚
は
、

銀
行
赤
と
ラ
イ
ヒ
ス
・
バ
ン
ク
預
金
襖
言
せ
ば
中
央
銀
行
貨
幣
が
取
引
せ
ら
れ
る
市
揚
で
あ
っ
て
、
資
本
市
揚
に
於
て
は
、
信
用
銀

行
に
於
て
成
立
す
る
振
替
貨
幣
が
共
の
劉
象
を
た
す
と
言
ム
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
れ
ば
、
信
用
銀
行
に
於
け
る
掠
替
業
務
の
重

要
性
を
特
に
強
制
し
た
る
に
過
ぎ
ね
も
の
で
あ
っ
て
、
南
市
場
を
分
。
所
の
一
根
本
的
た
る
も
の
に
鯛
れ
で
は
ゐ
在
い
。
叉
金
融
市
場

に
於
て
形
成
せ
ら
れ
る
債
格
た
る
、
利
子
率
白
相
速
に
着
目
し
て
貨
幣
而
揚
と
資
本
市
揚
止
を
分
た
ん
と
す
る
者
は
ハ
ル
ム
で
あ
&
。

彼
は
先
づ
、
カ
ツ
セ
ル
に
縫
っ
て
資
本
底
分
力
同
省
量
五
回
唱
。
m
E
B
な
る
概
念
を
用
ひ
、

す
も
白
は
共
に
此
の
資
本
底
分
力
で
あ
る
が
、
前
者
は
よ
り
狭
義
の
技
術
的
生
産
に
必
要
な
る
資
本
虚
八
完
白
市
揚
で
あ
り
、
後
者

貨
幣
市
場
及
び
資
本
市
揚
の
封
象
を
な

は
資
本
財
及
び
ホ
績
財
の
利
用
白
矯
め
に
必
要
友
資
本
底
分
力
の
市
揚
で
ち
る
と
す
る
。
而
し

τ彼
に
よ
れ
ば
、
水
積
財
や
資
本
財

へ
の
投
資
は
長
期
的
で
あ
り
共
白
数
量
も
亦
略
不
縫
た
る
事
が
要
求
せ
ら
れ
る
か
ら
、
資
本
市
揚
に
於
け
る
利
子
率
の
獲
動
は
少
い

が
、
経
済
の
共
の
時
々
に
長
け
る
固
定
資
本
財
及
び
共
の
他
の
生
産
要
素
に
相
燃
や
る
所
白
技
術
的
生
産
が
行
は
れ
る
矯
に
は
、
貨

幣
市
場
D
弾
力
的
た
る
事
を
要
求
し
、
共
白
結
果
、
貨
幣
市
場
に
於
け
る
利
子
率
は
激
し
き
鑓
動
を
受
け
る
と
共
に
、
更
に
資
本
市

揚
に
於
け
る
費
動
を
緩
和
す
る
矯
め
忙
貨
幣
市
場
の
弾
力
性
が
利
用
せ
ら
る
れ
ば
、
共
鹿
に
於
け
る
利
子
卒
。
経
動
は
一
居
倣
甚
な

ら
ざ
る
を
得
注
い
と
云
ふ
の
で
あ
&
。
此
れ
と
相
似
た
る
見
解
は
ア
ド
ル
フ
・
ウ
ヱ

1
パ
ー
に
よ
っ
て
も
執
ら
れ
る
所
で
あ
っ
て
、

彼
は
、
貨
唾
市
場
に
於
て
は
購
買
力
の
膨
脹
能
力
が
大
き
く
、
資
本
市
場

ι於
て
は
比
の
膨
脹
能
力
が
小
さ
い
と
云
ム
黙
に
雨
市
場

の
根
擦
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
利
子
寧
白
構
成
も
亦
雨
市
場
に
於
て
必
然
的
に
呉
る
可
曹
事
を
王
張
す
る
の
で
あ
る

a. a. O. S. 1¥2. 16) a. a. O. S. 26 ff. 
A. Hahn; Volkswirtsc hattlic国 5Theorie d白:Hankkredits，3. Al1fl. 193055. 
78， 101， -一一 Geldund Kredit， 1924， S. 87・
G. IIalm; “Da5 Zin~problem am Ge1d- und Kapitalmarkt" Jagrb. f. 
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が
、
彼
。
設
に
ー
と
り
て
重
要
注
る
事
柄
は
此
等
O
匝
別
の
生
宇
る
根
様
で
あ
る
。
印
ち
彼
に
よ
れ
ぽ
、
貨
幣
市
揚
の
信
用
が
流
通
信

用
た
る
に
反
し
て
資
本
市
場
に
於
け
る
信
用
が
物
財
に
共
白
基
礎
を
置
い
て
ゐ
る
と
云
ム
事
が
、
雨
市
揚
の
分
た
れ
る
根
擦
で
あ
っ

関て
、
更
に
注
意
す
可
昔
は
、
彼
が
此
白
事
よ
り
、
貨
幣
市
揚
を
以
て
鑓
動
過
程
に
あ
る
そ
の
時
々
白
園
民
経
済
白
金
融
中
心
地
と
な

L
、
資
本
市
揚
を
以
て
動
態
の
偶
然
性
を
消
去
さ
れ
た
る
ホ
続
的
園
長
官
聞
の
金
融
中
心
地
た
り
と
せ
る
賄
で
あ
恥
倫
デ
イ
I
M

の
如
〈
、
資
本
市
揚
白
中
に
長
期
資
本
市
揚
と
短
期
資
本
市
揚
と
が
分
た
れ
、

"“
 

た
る
可
き
事
を
主
張
す
る
も
の
、
又
は
ウ
牛

l
ザ

1
D
如
〈
、
資
本
市
揚
白
中
に
貨
幣
市
場
と
投
資
市
場
と
を
分
つ
可
昔
事
を
主
張

貨
幣
市
場
は
寧
る
貨
幣
種
類
。
己
昔
。
ュ
自
白
市
揚

ず
る
も
D
等
が
あ
っ
て
、
此
等
を
一
々
牧
曲
草
す
る
事
は
不
可
能
に
近
い
の
で
あ
る
。

血
阿
貨
幣
市
揚
と
資
本
市
場
と
に
於
け
る
信
用
政
策
白
相
遣
に
基
い
て
雨
者
を
高
別
せ
ん
と
ず
る
も
白
に
は
、
ジ
Y

ガ
2
山
・
ゾ
マ
リ

濁

勾
ー
・
シ
ユ
モ
ツ
ラ

l
等
白
人
々
が
卑
げ
ら
れ
る
が
、
議
で
は
此
等
の
諸
説
に
迄
言
及
し
た
い
事
と
す
る
。

貨
幣
市
場
及
び
資
本
市
場
の
職
龍

右
に
遁
ぺ
た
る
が
如
〈
、
貨
幣
市
場
及
び
資
本
市
場
の
概
念
規
定
に
闘
し
て
は
、
或
は
市
場
の
封
象
た
る
可
昔
、
臨
の
主
如
何
に
上

り

又
は
共
の
封
象
た
る
可
雪
も
の
ミ
期
限
用
途
乃
至
は
性
質
に
基
昔
、

更
に
は
市
場
D
債
格
た
る
利
子
寧
の
如
何
陀
従
っ
て
、

種
々
在
る
設
が
立
て
ら
れ
、
就
中
市
揚
の
封
象
た
る
信
用
又
は
資
金
白
期
恨
の
長
短
と
そ
の
用
途
民
基
〈
匝
別
が
最
も
普
通
怠
る
も

の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
も
此
等
白
諸
説
が
紛
々
と
し
て
錦
一
す
る
所
な
き
は
、
勿
論
諸
家
に
於
け
る
雨
市
場
の
概
念
的
把
握
の
異

名
事
に
も
上
る
D
で
あ
る
が
、
同
時
に
叉
、
現
賞
。
市
場
が
、
所
〈
し
て
概
念
的
に
把
握
せ
ら
れ
た
る
雨
市
場
と
飴
り
に
も
懸
隔
れ

て
相
交
錯
せ
る
が
潟
に
他
左
ら
由
。
斯
〈
て
今
、
此
等
雨
つ
の
市
場
白
本
質
主
考
察
す
る
に
営
つ
で
も
、
此
れ
を
端
的
に
論
港
す
る

貨
幣
市
場
と
賓
本
市
場

俸
五
十
二
巻

一

策

強

六
五
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貨
幣
市
場
と
聾
本
市
場

第
五
十
二
巻

静

韓

ヌ豆

大

前
に
共
の
本
質
的
職
能
を
探
究
す
る
事
が
必
要
で
あ
り
、
而
も
共
の
矯
め
に
も
若
干
白
蟻
制
を
用
ふ
る
事
が
許
苫
れ
ね
ば
た
ら
ね
。

凡
モ
人
胞
に
沿
け
る
諸
器
官
白
機
能
主
見
る
虻
営
つ
で
も
、
人
慌
が
病
的
で
あ
り
措
置
則
的
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
見
る
よ
り
も
、

そ
れ
が
健
康
に
し
て

E
常
的
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
見
な
け
れ
ば
な

ιた
い
。
即
ち
病
迎
撃
的
に
で
は
た
く
生
迎
撃
的
に
研
究
せ
ら

れJ
ね
ば
た
ら
ね
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
同
様
忙
貨
幣
市
揚
と
資
本
市
場
と
む
職
能
主
考
察
す
る
に
笛
う
て
も
、
亦
愛
則
的
た
る
現
肢
か

ら
離
れ
て
、

一
の
犠
制
的
在
る
扶
態
剖
ち
完
全
た
る
均
衡
欺
態
を
前
提
す
る
事
が
許
さ
れ
ね
ば
怒
ら
ぬ
。
換
言
せ
ば
、
資
金
又
は
信

用
の
需
要
は
完
全
に
而
も
牛
産
諸
力
に
趨
臆
し
て
充
足
せ
ら
れ
、
貨
幣
側
よ
り
す
る
所
の
撹
飢
原
因
も
た
〈
、
履
傭
は
完
全
忙
し
て

伯
生
産
諸
要
業
白
結
合
も
最
高
能
限
に
建
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
を
前
提
す
る
左
ら
ば
、
完
全
た
る
健
康
飲
態
に
於
ザ
る
雨
市
揚
の
機

能
が
知
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

先
づ
自
由
経
済
に
於
て
は
、
生
産
消
費
及
び
節
約
投
資
等
が
各
個
別
経
済
に
よ
り
て
無
計
聾
に
行
は
れ
る
結
県
、
共
慮
に
現
は
れ

る
所
む
錯
誤
間
隙
を
制
整
す
る
録
め
に
、
信
用
又
は
費
金
白
供
給
と
需
要
と
が
‘
共
の
正
常
的
友
均
衡
を
貨
幣
市
揚
及
び
資
本
市
揚
に

於
て
見
出
さ
か
ば
た
ら
臥
白
で
あ
る
。
そ
と
で
先
づ
貨
幣
布
揚
に
つ
い
て
見
る
に
、
共
庭
で
は
常
時
的
に
資
金
が
準
備
せ
ら
れ
て
、

此
の
資
金
が
短
期
の
財
貨
取
引
特
に
消
費
財
白
取
引
白
矯
め
に
共
の
需
要
者
K
貸
出
さ
れ
る
事
が
必
要
で
あ
る
U

而
も
斯
か
る
短
期

資
金
は
、
震
の
意
味
の
節
約
文
は
貯
蓄
白
結
呆
で
は
在
〈
し
て
、

一
時
的
経
過
的
た
る
購
買
力
む
滞
留
に
過
ぎ
た
い
。
即
ち
、
生
産

過
程
流
通
過
程
が
絶
え
ぎ
る
襲
動
を
継
詰
問
す
る
ム
」
共
に
資
金
の
流
れ
も
亦
随
時
随
所
に
滞
留
す
る
結
果
、
一
方
に
於
て
は
、
一
時
的
た

る
営
業
資
金
生
産
資
金
の
損
剰
+
一
般
的
消
費
白
延
期
に
基
〈
飴
剰
購
買
力
等
が
あ
れ
ば
、
他
方
に
は
、
随
時
随
所
に
一
時
的
主
る
費

金
需
要
が
現
は
れ
て
、
此
等
の
雨
者
が
貨
幣
市
揚
に
於
て
均
衡
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
言
へ
ば
、

一
定
の
期
聞
を
混
じ
て
、
生

産
は
維
領
的
に
行
は
れ
で
も
、
販
翼
が
繕
績
的
に
行
は
れ
る
揚
合
と
然
ら
デ
し

τ
一
定
の
時
期
に
集
結
せ
ら
れ
る
揚
合
と
が
あ
り
、

K. Diehl; Grundbegri百der-Volkswirtschaftslehre，1934. S. 86. 
FriedTich F.τ剖 h v. Wieser; “Theorie der Gesellsclufttichen Wirtschalt". 
~ru!.l ~r.' der "S9zialdkonomik， 1， 'Abt. II Teil. 5S. 215. 246. 
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又
販
賓
が
継
績
的
に
行
は
れ
て

4
ゼ
蓄
が
或
は
織
続
的
に
又
は
一
定
の
時
期
を
置
い
て
町
敏
的
K
行
は
れ
る
場
合
が
あ
る
説
っ
て

幻

消
費
白
側
に
於
て
も
、
所
得
牧
受
の
時
期
と
此
れ
が
消
費
白
時
期
に
闘
し
て
絶
え
ざ
る
組
顧
問
隙
が
存
す
る
で
あ
ら
号
。
何
れ
に
せ

よ
、
斯
か
る
資
金
需
給
白
血
臨
間
隙
を
補
整
し
て
、
経
済
を
均
衡
的
に
維
持
す
る
事
が
貨
幣
市
揚
の
職
能
で
あ
っ
て
、
若
し
経
済
が
前

活
の
如
き
完
全
在
る
均
衡
欣
態

P
俄
定
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
貨
幣
市
場
は
比
較
的
に
聴
力
性
を
必
要
と
す
る
事
少
〈
.
従
っ
て
信
用
の

創
造
D
如
き
も
不
必
要
で
あ
ら
う
が
、
然
ら
ざ
る
揚
合
に
は
、
貨
幣
市
揚
の
闘
力
性
は
絞
ぐ
事
を
得
ぎ
る
保
件
と
在
り
、
例
へ
ば
附
加

的
信
用
の
創
造
に
よ
っ
て
粧
怖
の
均
衡
的
維
持
を
期
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
白
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
貨
幣
市
場
の
本
質
的
職
能
は
、
資
金

の
需
給
を
調
整
す
る
事
に
よ
っ
て
.
経
済
の
持
額
的
均
衡
的
な
る
維
持
を
賞
現
す
る
と
云
ム
黙
に
求
め
ら
れ
ね
ば
友
ら
ね
白
で
あ
る
。

翻
っ
て
資
本
市
揚
の
職
能
を
見
る
に
、
そ
れ
は
資
金
心
供
給
と
資
金
白
需
要
と
を
組
合
せ
し
め
る
事
に
よ
っ
て
、
均
衡
的
に
諸
経

済
貫
醐
回
白
更
新
及
び
扱
大
を
可
能
友
ら
し
め
る
軸
に
4
1
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
先
づ
、
資
本
の
形
成
に
は
種
々
の
過
程
が
存
す

る
も
白
で
あ
る
が
、
少
〈
共
貫
物
経
済
的
忙
見
れ
ば
、
消
費
の
断
念
に
よ
っ
て
節
約
さ
れ
た
る
も
り
を
生
産
に
振
向
け
る
事
が
必
要

で
あ
っ
て
、
此
の
事
は
農
業
の
方
面
に
於
で
最
も
顕
著
に
現
は
れ
る
。
而
し
て
自
由
経
済
白
下

ι於
て
は
、
節
約
投
資
の
過
程
に
於

て
、
自
由
意
志
K
基
く
消
費
白
一
断
念
企
新
投
資
引
の
梓
用
と
の
聞
に
髄
臨
間
隙
を
趣
け
難
〈
、
殊
に
貨
幣
に
よ
っ
て
節
約
せ
ら
れ
る

揚
合
に
は
此
の
阻
臨
間
隙
が
一
一
居
大
在
る
を
売
れ
た
い
の
で
あ
る
。
資
本
市
揚
は
、
正
に
斯
か
る
魁
臨
刷
隙
を
補
整
す
る
事
に
於
て

北九

D
本
質
的
機
能
在
費
揮
す
る
も
の
左
云
ム
可
〈
、
前
述
D
如
き
完
全
左
る
均
衡
欣
態
を
前
提
し
で
も
倫
斯
か
る
補
整
を
献
〈
事
が

出
来
ぬ
で
あ
ら
う
。
帥
ち
費
本
市
揚
に
於
て
供
給
せ
ら
れ
る
資
金
は
、
長
期
に
亙
る
所
の
消
費
白
断
念
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
此
れ
を
ば
生
産
の
努
め
D
資
金
需
要
に
趨
合
せ
し
め
る
事
に
上
っ
て
、
経
梼
寅
樫
白
更
新
横
犬
に
寅
献
す
る
も
の
と
云

ふ
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
完
全
在
る
経
済
白
均
衡
欣
態
と
云
ふ
前
提
を
取
除
け
ば
、
資
本
市
揚
と
離
も
、
或
は
資
金
の
供
給

賃
借
市
場
主
要
一
本
市
場

一= 

第

観
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七

第
五
十
二
巻
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回

傍
ニ
焼

，、
F、

を
抑
制

ι又
は
新
ら
し
く
創
造
せ
ら
れ
た
る
資
金
宜
供
給
す
る
事
が
必
要
で
あ
ら
う
。
印
ち
、
所
謂
信
用
政
策
に
よ
っ
て
財
白
流
れ

を
特
向
せ
し
め
、
以
て
資
本
の
形
成
を
抑
制
又
は
助
長
し
、
経
済
寅
健
の
オ
プ
チ
マ
ル
な
蛾
大
を
期
せ
ね
ば
た
ら
む
で
あ
ら
う
。
而

し
て
斯
か
る
日
的
自
矯
め
に
、
貨
幣
市
場
D
蝿
力
性
を
利
用
し
で
、
其
鹿
に
於
で
創
造
せ
ら
れ
た
る
資
金
を
流
用
す
る
と
一
五
ム
白
が

現
寅
白
姿
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
資
本
市
揚
の
本
来
的
在
る
職
能
を
示
す
も
白
と
は
云
ひ
得
た
い
白
で
あ
る
。

回

貨
幣
市
場
及
び
資
本
市
場
の
分
離
土
信
用
統
制

右
に
述
べ
た
る
が
如
く
に
、
貨
幣
市
場
及
び
資
本
市
揚
が
、
共
白
職
能
上
、

の
繍
大
従
っ
て
又
経
済
の
損
張
に
頁
献
す
る
も
む
と
せ
ら
れ
る
た
ら
ぽ
、
前
漣
白
如
き
完
全
な
る
経
済
の
均
衡
欣
態
を
仮
定
す
る
時

に
は
、
此
等
爾
つ
の
而
揚
は
瓦
に
分
離
濁
立
し
て
存
在
す
可
き
事
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
此
の
前
提
白
下
に
於
℃
は
、
経

一
は
経
済
白
持
積
的
在
る
維
持
に
貢
献
し
他
は
生
産

怖
は
完
全
日
胆
舗
の
欣
態
に
あ
り
而
も
同
時
に
完
全
利
用
む
欣
態
に
あ
る
が
故
に
、
生
産
諸
力
は
節
約
過
程
従
っ
て
消
費
の
断
念
白
結

呆
と
し
て
の
み
提
供
せ
ら
れ
、
生
産
の
損
張
も
亦
葉
自
節
約
増
加
に
伴
つ
て
の
み
賓
現
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
故
に
附
的
加
に
創
造

せ
ら
れ
た
信
用
主
長
期
の
投
資
に
振
向
け
る
が
如
き
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
又
共
白
前
提
上
、
経
済
は
充
分
に
購
買
力
を
奥
へ
ら
れ

τ
ゐ
る
白
で
あ
る
か
ら
、
貨
幣
市
揚
に
於
て
も
亦
通
常
行
は
れ
て
ゐ
る
が
如
く
に
、
信
用
擬
張
に
よ
っ
て
費
金
供
給
白
弾
力
性
E
増

し
て
市
場
の
債
大
を
企
闘
す
る
必
要
が
存
し
た
い
。
此
白
場
合
に
信
用
撹
張
を
行
っ
て
所
謂
強
制
節
約
の
過
程
を
惹
起
す
れ
ば
、
成

程
一
時
的
に
は
生
産
諸
刀
を
経
済
の
損
大
に
利
用
せ
し
め
得
る
で
あ
ら
う
が
、
共
の
必
然
的
反
動
と
し
て
恐
慌
に
引
入
れ
ら
れ
る
を

売
れ
左
い
で
あ
ら
う
。
更
に
叉
此
の
前
提
よ
り
す
れ
ば
、

↓
定
額
の
民
賓
白
筒
約
資
金
は
、
経
済
の
横
大
と
云
ム
自
己
同
有
の
目
的

以
外
に
用
ひ
ら
れ
て
は
た
ら
や
、
司
へ
ば
短
期
の
経
替
資
金
と
し
て
市
揚
に
提
供
せ
ら
れ
る
が
如
き
事
は
絶
封
K
許
さ
れ
凪
所
で
あ



る
。
而
し
て
斯
か
る
均
衡
経
済
に
於
て
は
.
斯
か
る
員
賓
の
節
約
の
程
度
に
謄
じ
て
の
み
投
資
が
行
は
れ
る
可
き
で
あ
る
が
、
同
時
K

又
、
投
資
の
量
は
此
の
節
約
高
に
及
ば
ざ
る
事
を
許
さ
れ
由
。
共
白
結
呆
、
資
本
市
揚
に
於
け
る
投
資
に
通
せ
る
節
約
貨
幣
と
続
期
に

慮
分
し
得
可
き
貨
幣
と
は
般
に
民
別
せ
ら
れ
る
事
を
必
要
主
し
、
斯
く
て
の
み
、
貯
蓄
が
経
済
寅
植
の
増
加
に
の
み
附
ひ
ら
れ
経
済
の

繍
大
を
招
来
す
る
と
云
ム
保
詮
が
奥
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
最
後
に
、
斯
か
る
前
提
の
下
に
於
て
は
、
貨
幣
市
揚
と
資
本
市
場

と
白
問
に
於
げ
る
資
金
の
交
流
の
如
き
事
は
考
へ
得
ら
れ
示
、
若
し
短
期
資
金
が
長
期
に
投
資
せ
ら
れ
る
が
如
安
一
揚
合
に
は
、
流
動
性

を
寄
っ
て
投
下
資
金
の
凍
結
を
来
す
で
あ
ら
う
し
、
此
れ
に
反
し
て
、
長
期
資
金
を
短
期
に
利
用
す
る
が
如
き
揚
合
に
は
デ
フ
レ
的

な
需
要
D
混
乱
を
惹
起
す
る
で
あ
ら
う
。
資
本
市
場
が
逼
遁
し
貨
幣
市
場
が
資
金
過
剰
D
矯
め
に
投
機
活
動
の
旺
盛
と
な
る
が
如
雪

現
象
は
.
右
D
如
き
資
金
交
流
の
行
は
れ
る
結
果
で
あ
っ
て
、
若
し
雨
市
場
が
裁
然
と
分
立
せ
る
場
合
に
は
起
り
得
左
い
所
で
あ
る
叶

然
し
乍
ら
、
右
D
如
曹
強
制
的
に
仮
定
し
た
る
完
全
な
る
均
衡
経
搾
は
現
貨
に
賓
現
し
得
可
き
も
D
で
は
友
く
、
現
賓
に
は
貨
幣

市
揚
と
資
本
市
場
と
も
亦
互
に
交
錯
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
枠
制
る
所
以
は
、
現
賓
の
経
済
が
均
衡
経
済
で
な
い
が
矯
め

に
、
例
へ
ば
資
本
市
場
に
於
け
る
資
金
の
需
要
が
固
有
O
資
金
を
以
て
吏
足
せ
ら
れ
得
友
い
時
に
は
、
貨
幣
市
場
に
於
け
る
弾
力
性

を
利
用
し
て
、
共
廃
に
於

τ創
造
せ
ら
れ
た
る
附
加
的
信
用
を
流
用
す
る
白
他
に
道
が
た
く
、
又
そ
れ
が
可
能
な
る
は
、
短
期
の
信

加
が
貨
幣
売
る
職
能
を
営
み
得
る
と
共
に
、
資
本
底
分
能
力
が
貨
幣
に
於
て
具
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
矯
め
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

而
も
斯
か
る
過
程
自
瞳
が
、
景
気
の
一
援
動
を
惹
起
し
延
い
て
は
恐
慌
白
惨
禍
を
招
来
す
る
所
以
も
亦
謂
ム
生
侯
た
ぎ
る
所
で
あ
る
。

斯
〈
て
、
中
立
貨
幣
の
理
論
は
、
現
賞
。
貨
幣
経
済
に
於
け
る
過
程
を
し
て
、
理
想
型
た
る
均
衡
経
済
に
合
致
せ
し
め
ん
が
鎮
め

舗

に
、
例
へ
ば
ハ
イ
ヱ
ク
白
如
〈
に
貨
幣
数
量
白
一
定
不
鐙
た
る
事
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
れ
に
よ
り
て
.
遁
剰
投
資
延

い
て
は
銀
行
の
支
梯
準
備
率
の
低
下
に
基
〈
資
本
の
不
足
か
ら
来
る
所
白
景
気
の
崩
れ
は
、
此
れ
を
抽
出
防
し
得
る
仕
組
が
出
来
て
ゐ

貨
幣
市
場
と
費
本
布
揚

五

第
五
十
二
容

第

椀

六

九
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費
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場

瞳
伊
豆
十
三
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六

策

説

七
O 

T 

る
か
も
知
れ
な
い
が
.
少
〈
共
幾
展
撰
大

L
行
〈
所
の
現
貫
白
貨
幣
経
済
に
於
て
‘
貨
幣
の
数
量
を
増
加
せ
し
め
友
い
時
に
は
必
然
的

"
 

に
共
白
行
詰
り
を
避
け
能
は
子
、
現
貫
り
政
策
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
得
た
い
事
は
周
知
の
事
柄
で
あ
ち
う
。
又
中
立
貨
幣
理
論
と
は

反
封
に
、
所
謂
管
理
通
貨
の
政
策
は
、
或
は
割
引
政
策
に
よ
っ
て
貨
幣
市
場
を
統
制
し
、
又
は
公
開
市
場
政
策
等
に
よ
っ
て
資
本
市
場

白
貨
幣
数
量
主
人
感
的
に
増
減
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
常
に
政
策
の
目
標
が
物
債
の
安
定
と
云
ふ
が
如
き
表
面
的
な
る

現
象
に
捉
は
れ
て
ゐ
る
事
と
、
資
本
市
場
と
貨
幣
市
揚
と
の
閥
係
を
考
慮
陀
入
れ
友
か
っ
た
事
と
の
矯
め
に
、
未
だ
必
宇
し
も
所
期

の
殺
岡
市
を
皐
げ
居
ら
ざ
る
や
う
に
は
思
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
最
近
の
各
園
k
b
け
る
管
理
遁
貨
白
息
想
に
よ
る
信
用
統
制
は
、

着
々
と
共
の
殺
果
を
讃
大
し
、
特
に
信
用
統
制
の
主
瞳
が
園
家
。
手
に
移
き
れ
る
や
う
に
た
っ
て
か
ら
は
、
今
後
の
成
績
に
於
て
剖

目
し
て
待
つ
可
き
も
の
L
存
す
る
事
は
疑
な
き
所
で
あ
ら
う
。
文
慨
令
、
貨
幣
市
場
と
資
本
市
揚
と
を
分
離
し
て
均
衡
経
済
に
近
附

か
し
め
ん
と
し
た
か
ら
と
て
、
夫
れ
だ
け
で
問
題
が
解
決
せ
ら
れ
得
る
も
白
と
は
言
ぴ
得
左
い
白
で
あ
る
。
印
ち
、
慨

h
に
前
漣
白

如
き
完
全
な
る
均
衡
経
済
K
到
達
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
現
賞
白
一
凶
民
経
済
が
均
衡
経
済
た
る
矯
め
に
自
由
経
済
で
あ
る
た
ら
ば
も

共
の
事
自
韓
よ
り
幾
多
白
撹
乱
原
因
が
作
用
し
来
る
事
を
考
へ
ね
ば
た
ら
血
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
、
人
力
を
以
て
左
右
し
得
ぎ
る
白

然
的
事
情
の
費
化
や
需
要
D
縫
化
は
云
ム
に
及
ば
示
、

一
つ
の
閣
民
経
済
内
に
於
け
る
均
衡
欺
態
が
、
諸
外
岡
よ
り
白
影
響
に
よ
っ

て
直
ち
に
撹
乱
せ
ら
れ
易
い
事
情
等
を
考
へ
る
た
ら
ば
、
園
民
終
済
が
如
何
に
均
衡
経
済
に
近
づ
け
ば
と
て
、
人
弱
的
左
る
統
制
た

く
し
て
は
、
経
済
白
一
撹
乱
友
曹
運
行
を
保
護
し
得
ざ
る
事
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
札
げ
か
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
今
後
に
於
け
る
信
用
統

制
は
、
政
府
主
共
白
山
積
両
者
と
し
て
管
理
通
貨
的
に
益
々
進
行
L
行
〈
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
嘗
つ
て
は
、
前
述
の
如
苦
貨
幣
市
揚

と
資
本
市
揚
と
の
本
質
的
職
能
を
考
慮
に
入
れ
て
、
雨
市
場
D
分
離
を
岡
る
と
共
に
、
政
府
自
ら
が
資
本
市
場
白
捨
賞
者
た
ら
ん
と

ず
る
の
可
能
性
に
注
意
せ
ね
ば
た
ら
一
ね
の
で
あ
る
。

同上、第三章。29) 
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貨
幣
市
場
と
資
本
布
揚
と
は
奮
く
し
て
新
ら
し
き
問
題
で
あ
る
。
殊
に
濁
泡
に
於
て
は
、
古
〈
よ
り
貨
幣
市
場
及
び
資
本
市
場
白

名
が
人
日
に
時
間
灸
し
て
居
・
な
が
ら
、
共
の
概
念
規
定
が
皐
問
的
に
問
題
と
せ
ら
れ
た
白
は
比
較
的
に
新
ら
し
い
。
そ
り
所
以
は
、
濁

渇
白
信
用
銀
行
が
最
一
初
上
り
粂
業
主
義
白
経
費
に
於
て
護
遣
し
、
信
刑
銀
行
自
憶
に
貨
幣
士
巾
揚
及
び
資
本
市
場
D
一
隅
田
を
包
括
し
て

ゐ
る
が
矯
め
に
、
現
貫
に
於
て
禰
市
場
が
明
確
に
匝
別
せ
ら
れ
難
い
事
に
よ
る
白
で
あ
る
が
、
共
白
事
自
植
が
又
、
貨
幣
側
よ
り
趨

る
所
D
景
気
の
費
動
を
激
甚
友
ら
し
め
た
痛
め
に
、
貨
幣
市
場
資
本
市
揚
D
問
題
が
問
題
と
し
て
重
要
性
を
認
め
ら
れ
た
所
以
で
も

あ
る
D
で
あ
る
。
而
し
て
澗
港
以
外
の
諸
国
民
於
て
も
、
貨
幣
市
場
及
び
費
本
市
場
に
該
蛍
す
る
金
融
市
揚
の
領
域
が
存
在
し
、
現

賞
に
此
等
の
雨
市
揚
が
、
叉
同
巴
〈
明
確
に
同
別
認
識
せ
ら
れ
難
い
事
情
に
あ
る
矯
め
、
共
等
D
誇
園
に
於
て
も
亦
、
此
等
雨
市
揚

の
研
究
は
重
要
な
る
意
義
を
持
つ
も
の
と
言
は
ね
ば
左
ら
た
い
。

新
〈
て
私
は
、
調
逸
白
文
献
に
よ
っ
て
、
貨
幣
市
揚
と
資
本
市
場
と
を
分
別
す
可
昔
諸
々

D
標
準
を
顧
み
た
る
後
、
此
等
雨
つ
の
市

揚
が
、
本
質
的
に
経
済
上
如
何
友
る
職
能
を
替
む
可
き
か
を
考
察
し
た
白
で
あ
る
。
此
等
雨
つ

D
市
場
を
匿
別
す
可
書
標
準
白
申
で

最
も
支
配
的
在
る
も
の
は
、
共
の
針
象
た
る
費
金
の
期
限
の
長
短
と
云
ふ
事
と
資
金
白
用
途
如
何
ル
」
云
ふ
事
と
で
あ
る
が
、
此
等
の

雨
市
場
が
皆
む
所
D
経
済
的
峨
能
に
閲
し
て
は
、
貨
幣
市
場
は
現
存
D
経
済
を
摩
擦
な
く
存
績
せ
し
め
る
事

K
於
て
、
叉
資
本
市
場

は
経
済
の
致
展
蹟
大
を
可
能
な
ら
し
め
る
貼
に
於
て
、
夫
々
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

而
も
此
等
の
阿
つ
の
市
揚
は
、
本
来
峨
能
的
に
別
個
白
存
在
た
る
可
き
に
拘
は
ら
や
、
現
寅
に
は
介
離
さ
れ
て
居
友
い
が
矯
め
に
、

景
気
白
進
行
に
於
て
多
大
の
踊
害
を
及
ぽ
し
た
事
か
ら
、
今
後
D
信
用
統
制
に
於
て
此
の
黙
の
考
慮
が
た
さ
る
可
き
事
を
注
意
し
た

貨
幣
市
場
と
費
本
市
場

務
五
十
二
巻

七

務

鵠

七



貨
館
市
場
と
養
本
市
場

第

蝶

第
五
十
二
巻

八，

七

の
で
あ
る
。

現
に
濁
逸
に
於
て
は
、
貨
幣
市
揚
と
資
本
市
揚
と
白
分
離
せ
ら
れ
で
ゐ
た
い
事
か
ち
起
る
禍
害
が
早
く
よ
り
痛
感
せ
ら
れ
た
矯
め

に
、
共

ω信
用
市
揚
を
改
革
し
て
資
本
市
揚
を
貨
幣
市
場
よ
り
分
離
し
、
嘗
て
は
資
本
市
場
の
非
弾
力
性
を
貨
幣
市
揚
の
開
力
性
を

以
て
柿
ワ
て
ぬ
た
代
り
に
、
今
後
は
、
岡
家
が
資
本
市
揚
白
非
開
力
性
を
補
ふ
可
し
と
の
撃
が
高
ま
っ
て
来
た
D
で
あ
る
。
即
ち
、

奮
ヲ
イ
ヒ
ス
パ
ン
ク
総
裁
た
り
し
シ
ヤ
ハ
ト
博
士
も
、
斯
か
る
撃
を
放
っ
た
人
白
一
人
で
あ
る
と
稀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
巳
に
一
九

三
四
年
白
血
潤
逸
信
用
制
度
九
に
於
て
も
、
信
用
銀
行
に
於
け
る
雨
市
揚
の
分
離
が
企
て
お
れ
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。
我
闘
に
於
て
は
事

情
が
飴
程
異
つ
て
は
ゐ
る
が
、
支
那
事
同
盟
勃
穫
後
、
臨
時
資
金
調
整
法
に
よ
っ
て
設
備
資
金
に
強
力
な
る
統
制
が
加
へ
ら
れ
る
と
、

経
皆
資
金
と
し
て
調
達
し
た
る
も
の
を
共
白
方
へ
流
用
せ
る
が
如
き
事
情
も
あ
り
、
今
後
白
信
用
統
制
に
闘
し
で
は
、
或
は
貨
幣
市

揚
と
資
本
市
揚
と
の
分
離
を
考
慮
に
入
れ
る
可
昔
絵
地
が
存
す
る
か
も
知
れ
ぬ
白
で
あ
る
。

D回 Reichsgesetz品目 dasKreditwesen， 1934 (Kontrollierte Kreditwirtschaft. 
1935) 
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